
次
年
度
へ
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　
青
島
温
州
の
出
荷
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
終
了

時
か
ら
次
年
度
の
栽
培
も
始
ま
る
の
で
、出
荷
作
業
と
と
も
に
、

園
地
管
理
も
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貯
蔵
管
理

　
貯
蔵
に
最
適
な
環
境
は
、
入
庫
量
１
坪
当

た
り
１
ｔ
、
庫
内
温
度
5
℃
、
湿
度
85
％
で

す
。
温
度
が
低
い
と
低
温
障
害
が
発
生
し
、

温
度
が
高
い
と
浮
皮
果
・
腐
敗
果
が
増
え
て

き
ま
す
。
貯
蔵
庫
内
の
点
検
を
１
か
月
に
２

回
行
い
、
腐
敗
果
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　
浮
皮
の
程
度
に
よ
っ
て
貯
蔵
期
間
が
違
う

の
で
、健
全
果
・
浮
皮
軽
度
・
浮
皮
中
度
の

よ
う
に
、程
度
別
に
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

樹
勢
回
復

　
収
穫
後
、
樹
勢
回
復
や
花
芽
分
化
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

尿
素
５
０
０
倍
を
１
週
間
間
隔
で
２
～
３
回
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
ル
チ
栽
培
園
地
で
は
、
シ
ー
ト
除
去
後
に
か
ん
水
し
、

葉
面
散
布
を
３
月
ま
で
３
回
以
上
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
秋
肥
は
、
基
準
量
の
半
分
を
収
穫
後
に
施
肥
し
、
残
り
を
４

月
下
旬
～
５
月
に
施
用
し
ま
す
。

寒
害
対
策

　

冷
気
が
停
滞
し
や
す
い
場
所
や
風
が
当
た
り
や
す
い
場
所

は
、
寒
冷
紗
や
コ
モ
で
樹
を
覆
い
、
寒
害
対
策
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
敷
き
ワ
ラ
な
ど
を
土
に
被
せ
て
乾
燥
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

中
晩
柑
の
収
穫

　
１
月
に
入
る
と
中
晩
柑
類
も
収
穫
時
期
と
な
り
ま
す
。
増
糖

茶
樹
の

年
間
生
育
リ
ズ
ム

５
Ｊ
Ａ
共
通
の

茶
専
用
肥
料
の
ご
紹
介

収
穫
後
の
管
理

生
長
周
期
と
環
境
要
因

　
お
茶
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
生
長
を
続
け
ま
す
が
、
1
年
の

中
で
も
生
長
の
周
期
が
あ
り
ま
す
。
茶
樹
の
生
育
は
、
環
境
に

左
右
さ
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
気
温
変
化
と
の
関
連
で
説
明

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
先
に
な
り
、
日
平
均
気
温
が
10
℃
を
上
回
る
よ
う
に
な
る

と
、
冬
季
に
休
眠
し
て
い
た
芽
が
萌
芽
に
向
け
て
動
き
出
し
、

3
月
下
旬
～
4
月
中
旬
に
萌
芽
し
ま
す
。
萌
芽
し
た
芽
は
、
春

か
ら
秋
の
間
に
3
～
4
回
の
周
期
的
な
生
育
を
繰
り
返
し
、
日

平
均
気
温
が
15
℃
を
下
回
る
と
生
育
を
停
止
し
ま
す
。

※
３
月
９
日
10
・
31
℃
、
10
月
24
日
14
・
93
℃

２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
Ｅ
Ｃ
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
参
照

新
芽
生
育
と
気
温

　

日
本
国
内
に
お
け
る
主
要
な
茶
栽
培
地
は
年
平
均
気
温
が

12
～
18
℃
あ
り
、
冬
季
の
最
低
気
温
の
平
均
は
-5
～
-6
℃
の
範

囲
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
茶
の
萌
芽
予
測
に
は
積
算
気

温
が
大
き
く
影
響
さ
れ
る
た
め
、
摘
採
期
予
測
に
も
積
算
気
温

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
枝
条
の
成
長
と
気
温
の
関

係
（
図
１
）
を
確
認
し
て
み
る
と
、
気
温
５
℃
で
は
新
芽
生
長

は
、
ほ
ぼ
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
10
℃
に
な
る
と
新
芽
の
生
長
が

始
ま
り
、
25
℃
ぐ
ら
い
に
な
る
と
生
長
速
度
は
最
大
と
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
30
℃
を
超
え
る
と
生
長
速
度
は
低
下
し
は
じ
め

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

茶
樹
の
樹
齢
と
改
植
時
期

　
茶
樹
の
経
済
樹
齢
は
、
一
般
的
に
35
年
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
地
上
部
の
更
新
（
剪
枝
）
処
理
に
よ
り
樹
勢

配
合
肥
料

５
Ｊ
Ａ
共
通
肥
料
と
は

　
茶
産
地
で
あ
る
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
と
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
、
Ｊ
Ａ

掛
川
市
、
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
５
つ
の
Ｊ
Ａ
が

連
携
し
、
組
合
員
の
農
業
所
得
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に

作
っ
た
、
茶
専
用
の
低
価
格
肥
料
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
配
合

肥
料
２
種
類
と
、
化
成
肥
料
１
種
類
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
が

わ
の
「
令
和
３
年
度
茶
園
施
肥
設
計
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
施
肥
設
計
に
、
組
み
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
？

Ｎ
ー

Ｐ
ー

Ｋ
ー

Mg

11
ー

3
ー

2
ー

2

施
肥
時
期
：
春
肥
・
秋
肥

80
㎏
／
10
ａ

魚
粕
30
％
を
メ
イ
ン
に
、
有

機
物
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
合

し
た
肥
料
で
す
。
茶
樹
の
生

育
に
欠
か
せ
な
い
ち
っ
素
成

分
が
高
く
、
く
溶
性
の
苦
土

分
も
含
み
、
持
続
的
な
葉
色

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

せ
、
価
格
を
低
コ
ス
ト
に
抑

え
た
配
合
肥
料
で
す
。
茶
樹

の
生
育
に
欠
か
せ
な
い
ち
っ

素
成
分
を
高
く
含
み
、
施
肥

時
期
を
選
ば
な
い
た
め
、
幅

広
い
期
間
で
使
用
で
き
ま
す
。

●
５
Ｊ
Ａ
共
通
さ
か
な
茶
配
合

20
㎏　
１
５
９
０
円（
税
込
）

化
成
肥
料

Ｎ
ー
Ｐ
ー
K
ー
Mg
17
ー
2
ー
2
ー
2

使
用
時
期
：
芽
出
し
、2
茶
前・

2
茶
後

60
㎏
／
10
ａ

５
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
た
こ
と
で
、

低
価
格
の
化
成
肥
料
が
実
現
し

ま
し
た
。
お
茶
の
栽
培
に
必
要

な
ち
っ
素
成
分
を
17
％
含
み
、

葉
色
向
上
と
光
合
成
を
促
進
す

る
苦
土
成
分
を
２
％
含
ん
だ
化

成
肥
料
で
す
。

●
く
み
あ
い
苦
土
入
り
茶
化
成
７
２
２

20
㎏　
１
４
９
６
円
（
税
込
）

Ｎ
ー

Ｐ
ー

Ｋ

11
ー

1.5
ー

2

使
用
時
期
：
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

80
～
100
㎏
／
10
ａ

植
物
性
と
動
物
性
有
機
物
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ

●
５
Ｊ
Ａ
共
通
Ｌ
Ｃ
配
合

20
㎏　
１
３
３
１
円（
税
込
）

が
維
持
さ
れ
、
35
年
以
上
経
過
し
て
も
生
産
力
が
維
持
さ
れ
て

い
る
茶
園
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
樹
齢
の
経
過
と
と
も
に
樹

が
古
く
な
り
、
枝
が
細
く
、
さ
ら
に
葉
が
小
さ
い
茶
園
に
つ
い

て
は
、
改
植
を
検
討
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
植
時

に
は
、
地
下
部
の
状
態
を
再
確
認
し
、
土
壌
の
物
理
性
を
改
善

す
る
こ
と
で
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
茶
園
作
り
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

茶
指
導
販
売
課
　
福
手

茶
指
導
販
売
課
　
福
手
裕
三
裕
三

購
買
推
進
課
　
岡
谷

購
買
推
進
課
　
岡
谷
武
秀
武
秀

や
減
酸
を
考
え
る
と
な
る
べ
く
樹
に
な
ら

せ
て
お
き
た
い
で
す
が
、
低
温
に
さ
ら
さ

れ
る
と
凍
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

寒
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
収

穫
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

　
近
年
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が
増
加
傾
向

に
あ
る
の
で
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
マ
シ
ン
油
乳
剤
は
、
直
接
害

虫
に
か
か
ら
な
い
と
効
果
が
な
い
の
で
、

散
布
ム
ラ
や
散
布
直
後
の
降
雨
は
、
効
果

が
減
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
散
布
後
５
日

間
は
、
晴
天
が
続
く
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
剪
定
後
の
３
月
に
散
布
す
る
の

も
効
率
的
で
す
。

１
月
上
～
中
旬

・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類

マ
シ
ン
油
乳
剤
（
97
％
）　
60
倍

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木
大
造
大
造

品種名 収穫時期 出荷時期
はるみ 12/下〜1/下 2/上〜
甘夏 1/中〜3/上 3/上〜
不知火 2/上〜2/下 3/上〜
せとか 2/上〜2/下 2/下〜3/下

浮皮の程度 貯蔵可能な期間
なし ２か月
軽度 １〜２か月

中程度以上 1か月

（図１）茶大百科Ⅱ技術資料より抜粋

池
田
昌
行
（
岡
部
）

瀬
戸
尾
高
貴
（
藤
枝
）

山
中
爽
平
（
初
倉
）

金
子
達
格
（
島
田
）

山
本
康
説
（
川
根
）

鈴
木
崇
也
（
金
谷
）
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